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弊社刊行「総合内科 999 の謎」では，編者のこだ
わりでちょうど 999 問が収載されました。今回は
212 問。しかし表紙ではむしろインパクトの強い
「200問」といたしました。がんばれば読み切れる
200 問，困ったときに頼りになる 200 問，さらに
勉強したいときにあれば安心の 200 問。自信をも
ってお届けいたします。付録も前代未聞，「決し
て損はさせない」充実の情報量となっておりま
す。Q&Aは，ともすると断片的な知識になって
しまわないかという懸念がありましたが，巻頭言
や各パートの最初のメッセージに導かれてお読み
いただければ，「糖尿病の今」を立体的に示そうと
したねらいを感じていただけるかと思います。
　さて，昨年に引き続き，JHN とMayo Clinicの
ジョイントによるJHNセミナーが，9/29（土），30
（日）に開催されます。今回は各論的なホットト
ピックをふんだんに詰め込んだ，まさに Hospi-
talist アップデートフェスティバルとなります
（日本語対応です）。詳細は JHN ホームページを
ご参照ください。
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2018年第3号（Vol.6 No.3）（9月発行）

総論
 1． 肝胆膵疾患のフレームワーク：クロノロジスト宣言
 2． 腹痛：肝胆膵の腹痛をクロノロジカルに診る
 3． 肝酵素異常
［コラム①］肝臓病理医の立場から見る肝疾患診療
 4． 腹水とその合併症，体液貯留のマネジメント
 5． 黄疸：閉塞性黄疸と肝障害だけでいいの？
［コラム②］肝胆膵のCT：dynamic CT & incidentaloma

［コラム③］胆膵系の機能疾患
各論
 6． 精査すべき，治療すべき慢性肝障害
［コラム④］急性肝不全／劇症肝炎
 7． 肝硬変の合併症 ①胃食道静脈瘤
 8． 肝硬変の合併症② 肝性脳症と栄養マネジメント
［コラム⑤］肝腎症候群，肝肺症候群
 9． 胆道感染症
 10． 急性膵炎
［コラム⑥］膵癌をいかに疑うか

本特集では，2014年刊行の「消化管疾患」特集号で取り組んだ，「問診と
身体診察から鑑別診断を考え絞り込んでいく内科的アプローチにのっと
った消化器病学」を，肝胆膵疾患でも試みるものです。
もちろん，肝臓は「沈黙の臓器」といわれるとおり，黄疸を除けば，
臓器特異的な症状に乏しい臓器です。胆道，膵臓疾患でも，主要症候
の腹痛は，鑑別が多岐にわたる症候であることに異論はありません。ま
ず肝胆膵疾患であるかということ，またどのような肝胆膵疾患であるか，
さらに病態を切り分けていくうえで，肝酵素，膵酵素，腹水検査を含め
た検体検査，各種モダリティによる画像検査が重要な役割をもつことも
また真実です。
そこで本特集では，実践的なアプローチとして「時間軸を意識したア

プローチ」を提示します。肝胆膵疾患の病態生理と時系列を意識するこ
とにより，個々の患者から得られた，症候のみならず検査結果も含めた
診断の手がかりを，「あり／なし」のデジタルではなく，「濃淡のある」アナ
ログなデータとして，包括的にとらえ，有機的に診断に結びつけていく
ことができます。
この特集が，Morbidity & Mortality へ進んでいく時間の川の流れに
陥っている患者を，ホスピタリスト，専門医，各種コメディカルが協働
して救い出すチーム医療の一助となれば幸いです。

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。
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